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平成 23 年 10 月 13 日 

各 位 

会 社 名 株式会社アサツー ディ・ケイ 

代表者名 代表取締役社長 清水 與二 

 （東証一部 コード番号：9747） 

問合せ先 広報室長 中島 香 

 Tel 03 (3547) 2003  

   

剰余金の配当に関するお知らせ 

 

当社は、平成 23 年 10 月 13 日開催の取締役会において、以下のとおり、平成 23 年 10 月 31

日を臨時の基準日とする剰余金の特別配当を行うことについて決議しましたので、お知らせいた

します。 

 

１．配当の内容 

 決  定  額 直近の配当予想 
前期実績 

（平成 22 年 12 月期）  

臨時基準日 平成 23 年 10 月 31 日 － － 

１株当たり配当金 89 円 － － 

配 当 金 総 額   3,789 百万円（注） － － 

効 力 発 生 日 平成 23 年 12 月 26 日 － － 

配 当 原 資 利益剰余金 － － 

（注）上記の配当金総額は、１株当たり配当金に、発行済株式総数(45,155,400 株)から平成 23

年９月 30 日現在の自己株式数（2,573,425 株）を控除した株式数（42,581,975 株）を乗

じて得た額であります。 

 

２．理由 

 当社は、会社法第 459 条第１項に基づき、剰余金の配当等を取締役会が定めることができる旨

を定款で定めております。この権限の行使にあたり、当社の取締役会は、配当額の決定にあたっ

ては、原則として１株当たり年間配当額の下限を 20 円として配当の長期安定性を図りながらも、

グループ連結当期純利益の 35％を目安に年間配当を実施することとしております。ただし、平

成 20 年 12 月期以降、広告市場の低迷に伴う業績不振の影響を受け、１株当たり年間配当額は３

期連続して下限の 20 円にとどまり、十分な株主還元を実施することができませんでした。 

このような状況の下、平成 23 年 8月 26 日付の「持分法適用関連会社の異動（適用除外）及び

合弁解消に関するお知らせ」、平成 23 年 8月 30 日付の「特別利益の発生に関するお知らせ」、平

成 23 年 9 月 6 日付の「特別利益の発生及び個別業績予想の修正に関するお知らせ」にて公表し

ましたとおり、当社は、当社が保有していたデジタル・アドバタイジング・コンソーシアム株式

会社の株式を全て売却したことにより総額 3,787 百万円の支払いを受け、相当程度の現金が確保

されることとなりました。 

また、平成 23 年８月 10 日付の「平成 23 年 12 月期第２四半期決算短信」にて公表しましたと

おり、当期の業績につきましては、営業損益、当期純損益ともに徐々に回復の兆しが見えており、

通期でも黒字を確保できる見込みであります。 

これらの前提条件および今後の経営環境の見通し等を踏まえて総合的に検討した結果、当社は、

株主への短期的な還元の充実を図るため、事業投資のために必要な内部留保および財務の安定性
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とのバランスを勘案しつつ、定款に定める年２回の基準日（中間配当基準日６月 30 日、期末配

当基準日 12 月 31 日）以外の基準日を、当期に限り臨時に設け、上記１．のとおり特別配当を実

施することを、取締役会において決議したものであります。 

  

※当期の配当予想は次のとおりであります。 

 １株当たり配当金（円） 

基  準  日 
第２四半期末 

６月 30 日 

臨 時 

平成 23年 10月 31日 

期 末 

12 月 31 日 
合 計 

配 当 予 想   12 円 111 円 

当 期 実 績 10 円 89 円   

前 期 実 績 

(平成 22 年 12 月期) 
10 円  10 円 20 円 

                                        

 

以 上 


